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国連はどこへ行くのか :
２１世紀の国連と日本の役割

日本の国連加盟６０周年記念事業 トークセッション

“Quo Vadis United Nations? - The role of Japan and the UN in the 21st Century”

2016年 2月23日（火） 16時 ‒18時

於:国際文化会館（東京都港区六本木 5 丁目）

国連に加盟して60年、日本はどのように国連の運営と、 国連憲章の掲げる平和、人権、開発分野に貢献してきたか。そして

これから、国連は世界平和と人類の繁栄のために、 積極的な役割を担うことができるのか。そのために日本は何をすべきか。

―――21世紀の国連と日本の役割について識者が意見を交わすハイレベル・トークセッション。

この催しは、関西学院大学「グローバル・アカデミック・ポート」構想（平成 26 年度文部科学省「スーパーグローバル大学創成支援」採択）および同大学「実践型 “世界市民 ”育成プログラム」（平成 24 年度文部科学省「経済社会
の発展を牽引するグローバル人材育成支援」採択）の一環として実施します。また外務省より「日本の国連加盟 60 周年記念事業」として認定を受けています。

一般公開（無料）　同時通訳付き（日本語→英語）

参加希望の方は、2月16日（火）までに以下のいずれかの方法でお申込みください。〆切前でも定員に達した場合は受付を終了します。

（1） ホームページから http://gap.kwansei.ac.jp/unfa/
（2） email またはファクスを送付: ①件名「2/23 国連加盟 60周年記念トークセッション参加希望」、②氏名・フリガナ、③所属（会社名、学校名等）、
 ④連絡先 TEL、⑤email アドレス（PC で利用できるもの）、 ⑥本催しを知ったきっかけ、⑦参加人数の7点を明記ください。
 宛先:unfa@kwansei.ac.jp | ファクス 0798-54-6874
（3） TEL（0798-54-6144、関西学院大学グローバル化推進室）

主催：関西学院大学　後援：国連広報センター、日本国際連合学会
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NEW　2017年4月新設予定の大学院「副専攻」プログラム

関西学院大学 大学院 国連・外交コース

1954年東京大学卒。米国バージニア大学大学院およびフレッチャー・スクール大学院に留学後、1957年国連事務局入り。1970年代には日本

政府国連代表部で参事官、公使、大使を務める。1979年から1997年の退官まで、国連で広報担当や軍縮担当事務次長、事務総長特別代表（カ

ンボジア暫定統治機構、旧ユーゴスラビア問題担当）、人道問題担当事務次長を歴任。現在、国際文化会館理事長、日本国連協会副会長等。

2016年4月より関西学院大学SGU招聘客員として着任予定。

1967年外務省入省。経済協力局長、国連事務次長（人道問題担当）、駐オーストラリア大使、国連大使（常駐代表）、国際協力機構（JICA）副理事長、

福島原発事故国会事故調査委員会委員、原子力規制委員会委員等を歴任。現在、一般社団法人アフリカ協会理事長、広島大学学長特任補佐。

1972年外務省入省。在デュッセルドルフ日本国総領事、外務省国際社会協力部長、国連大使（次席常駐代表）、在ドイツ特命全権大使などを

歴任。博士（法学）。大阪大学教授、東京大学大学院客員教授、デュッセルドルフ大学客員教授なども務め、2012年4月から現職。

「大学院博士課程前期課程」（修士） および「大学院専門職課程」（専門職学位）レベルの副専攻プログラムです。

※第1期生の入試要項は2016年5月下旬ごろ配付を開始します。入試説明会は同年3月から随時開催します。

最新情報はホームページ（http://gap.kwansei.ac.jp/unfa/）のほか、「関西学院大学国際機関人事センター」のツイッター（@kgccio）や
フェイスブック （www.facebook.com/kgccio）でも随時お知らせします。

学生は各研究科*の入試を経て、所属研究科での学位取得をめざすと同時に、大学院副専攻「国連・外交コー
ス」所定課程から約20単位を修得し、実践的能力を養います。1

POINT

全科目英語で授業実施。原則として実務家教員による演習形式で、より実践的な学びの機会を提供します。2
POINT

国際機関等でのインターンシップ（2～3カ月程度）を必修とします。3
POINT

外務省、国連グローバル・コンパクト・ネットワーク・ジャパンと連携したセンターが、修了後も長期的にキャリ
ア支援を行います。4

POINT

話者プロフィール
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